
平成28年第8回定例会一般質問通告一覧

質問順位 質問者 持ち時間

質問事項及び質問内容

1 鈴木 安次 60分

1.多世代交流センター建設について 町長

(1)5月26日第一次審査を通過した4業者によるプレゼンテーションが実施され入選者、
次点者が選定されたが今後どの様に進める考えなのか。

2.町長の公約について 町長

(1)「安心な老後のために！！」について

・「地域密着型の町民専用の老人ホームを作ります。」と町民に約束して当選したわ
けだがこれからどの様な行程を踏んで実現させると考えているのか。
・「町内数か所（四か所）に作ります。」とあるがどの様な施設を考えているのか。
・「町民の雇用の場が出来る。」とあるがどの様な雇用を考えているのか。
・「町が直接管理運営を行うので安心して利用できます。」とあるがどのような管
理、運営形態を想定しているのか。
・東白川郡内にも特別養護老人ホーム、介護施設があるが、介護士不足で受け入れ可
能人数を満床に出来ない実態を町長はどの様にとらえているのか。

(2)「子育て支援の充実を進めます。」について

・「給食費無料化を行います。」とあるがそのための財源約4,500万円をどの様にねん
出するのか。
・「入園、待機児のために “一時預かり施設”を早急に作ります。」とあるがいつ
までに、どの様な施設を作る考えなのか伺う。又、保育士不足、臨時雇用の実態をど
の様に改善する考えなのか伺う。



質問順位 質問者 持ち時間

質問事項及び質問内容

2 吉田 広明 50分

1.事務事業の見直しでは、「地方公会計の整備促進」などとし、国
は行政改革を唱えながら地方にも応分の負担を求めてくると思われ
る。その中に於いても、健全な体力を持たなければならないと思う
が次の点について伺う。

町長

（1）平成27年決算の実質収支比率、財政力指数、経常収支比率や実質公債費比率、将
来負担比率など健全化判断比率について。
（2）決算内容について、どのような認識を持っているか。また、財政悪化との認識は
あるのか。
（3）公会計導入時期を踏まえて、行政事務の中で、会計事務委託業者に支払っている
年間支払額はいくらか。また、その経費は将来にわたって固定費になるのか。
（4）「塙町の財務諸表」の平成２３年度以降が作成されていない理由。
（5）執行部事務事業評価の効果説明、その評価シートを議会に開示することや民間
側からの事業評価を受け入れる考えがあるか。
（6）決算状況について、分かり易い表現での公表は考えているのか。

2.平成２８年度に予算計上しながら、執行しない見込みの事業名と
その理由を伺う。

町長

3.「ふるさと納税制度」と「塙町ふるさと応援基金」について、平
成２７年度実績とふるさと納税の今後の取り組みを伺う。

町長

(1)ふるさと納税の実績と課題について
(2)塙町ふるさと応援基金の運用実績

4.常豊小学校及び常豊幼稚園の統合計画について並びに「塙町学校
教育施設適正配置検討推進委員会」などの内容について伺う。

町長、教育長

（1）統合計画についての進捗状況
（2）統合時期など説明を継続しているのか。
（3）統合した場合、児童数に起因する問題はあるか。
（4）統合時期の考えは。

5.常豊小学校と常豊幼稚園の統合計画終了後の跡地利用計画がある
のか伺う。

町長

6.待機児童問題について 伺う 町長、教育長

（1）待機児童の現在数や出生数予測での今後の動向
（2）待機児童を解決する対策

７.「子育て支援事業」での問題や課題について 町長、教育長

（1）月に数回の土、日、休日開催は考えているのか。参加者が少ないと思うが呼びか
けや広報に問題はないのか。
（2）塙町の「子育て支援事業」は町民しか利用できないというがどう考えるか。



質問順位 質問者 持ち時間

質問事項及び質問内容

3 青砥 與藏 60分

1.「BPR」手法や「ICT」活用の状況について 町長

（1）コンビニにおける各種証明書の交付など、行政手続のオープン化・アウトソーシ
ングによる利用者の機会費用の削減・窓口の混雑緩和等、住民の利便性向上につなが
るよう業務方法の見直しを行う必要がある。これは、総務省の行政改革・地方分権の
推進の中でもうたっているが、町の現状と事業評価、今後の方向性をどう考えている
のか。

2.第三セクターの経営健全化について 町長

（1）湯遊ランドはなわの地代家賃は、当初4000万円有り、現在無料になっている。古
民家管理委託料、ダリア園管理料などを含め、施設の整備・修繕費の費用は町が負担
している。塙振興公社の経常収支の累積は赤字、近い将来、資本金を超えると思われ
る。また、今後設備の老朽化が進み、町の負担金は大きくなる。総務省は行政改革・
地方分権の推進の中で、改善をうたっている。今後町はどの様に取り組んでいくの
か。

3.補助事業等の事業評価と見直しについて 町長

（1）事業目的・期間・費用対効果など評価基準を決めて、毎年の報告と事業効果を検
証していく必要がある。特に民間に支払われている項目は、個々の救済事業になる要
素が有り、事業の目的・期間・費用対効果など評価基準が必要である。今後の方向性
をどう考えているのか。

4.各種基金の事業評価と見直しについて 町長

（1）基金総額約28億円あると聞く。基金は、緊急事態の対応などに必要であることは
承知しているが、額が多すぎると考える。今後の基金のあり方をどう考えるのか。

5.公債費負担比率の認識と対策について 町長

（1）一般に15％を超えると、「警戒ライン」といわれ、20％を超えると「危険ライ
ン」と言われる。平成26年度の公債費負担比率14％をどのようにとらえているか。

6.空家対策・空き店舗対策の対応について 町長

（1）322戸の空き家が有り、その内76戸は、使えると言われている。若者の定住促進
として、都会の田舎暮らし希望者促進として、大いに期待が出来る。個人資産ではあ
るが、今後の方向性をどう考えているか。

7.薩摩酒造工場跡地の利用企画について 町長

（1）買収してから6年、一部利用されているが、現状と事業評価、今後の方向性をど
う考えるのか。

8.廃止した「米山荘」、民間委託した「給食センター」について 町長

（1）米山荘の廃止、給食センターの民間委託の検証、及び今後の方向性をどう考えて
いるのか。



質問順位 質問者 持ち時間

質問事項及び質問内容

4 割貝 寿一 50分

1.8月2日第7回塙町議会臨時会町長挨拶の中の公約について 町長

(1)安心して生活できる老後のための「福祉対策」について
(2)経済的な余裕がもてる「子育て支援」について
(3)地元経済を活性化するための「行財政運営の抜本的改革」について

2.塙町の財政力指数について 町長

3.8月2日臨時議会での副町長の欠席について 町長

5 鈴木 茂 60分

1.先の町長選挙における公約について 町長

（1）｢これから目指すもの!!｣とあるチラシは町長の公約と考えてよいのか。
（2）｢ハコモノ｣は造らないと遊説したとされるが真偽のほどを伺う。又、老人ホーム
建設との整合性を伺う。
（3）ゼロベースについて、具体的な考えかたを伺う。又、新しい手法による予算の積
み上げとはどのようなものか伺う。
（4）老人ホーム4ケ所建設についてのメリットを伺う。

2.子育て支援について 町長

(1)こども園、多世代交流センター建設について伺う。
(2)待機児童のための一時預かり施設建設についての具体的な内容を伺う。又、保育士
確保についての対策を伺う。
(3)若夫婦の定住のための安価な住宅とはどのようなものか伺う。
(4)給食費の無料化、保育園費の軽減について、具体的な内容を伺う。

3.町有施設｢道の駅はなわ､湯遊ランドはなわ｣について 町長

(1)｢道の駅はなわ｣の進むべき道とは何か、又どのようなテコ入れをして行くのか伺う
(2)湯遊ランドはなわの営業損益（昨年）から同施設の運営を町長はどう考えるのか。
又、町民にサポートをお願いする営業方式について、どのように考えるか。

6 吉田 克則 45分

1.宮田町長の選挙公約「住みなれた地域と生活を守るために これ
から目指すもの」とあるが具体的な内容を問う。

町長

(1)農林業の振興策及び商業の活性化策
(2)子育て支援の充実策
(3)町民専用の老人ホームつくり

2.教育長が不在になっている。教育行政上問題と思うが町長の考え
を問う。

町長

(1)教育長の不在で問題は無いのか。
(2)教育長人選の基本的な考え方を聞きたい。



質問順位 質問者 持ち時間

質問事項及び質問内容

7 七宮 広樹 60分

1.宮田町長が掲げた公約について 町長

(1)給食費無料化について
・課題と成果について
・財源はどこから
(2)こども園・多世代交流施設建設計画について
・塙町の未来像とビジョンについて
・今後の方向性と進め方について

2.「山水花のまちづくり」塙町第5次長期総合計画について 町長

(1)基本構想を全職員に徹底しているのか
・各職員の意識に「まちづくりの理念」「塙町の将来像」「まちづくりの基本目標」
が浸透されているか。
・「山水花のまちづくり」について町民への周知不足ではないか。
(2)塙町第5次長期総合計画の進捗状況と中間総括について
・前期の検証内容（達成率と課題）は
・後期の取り組みと道筋
(3)実施計画の課題と成果について
・一過性になっていないか。持続可能な計画になっているのか。
・町民の意見が盛り込まれているのか。
・実施後の検証が、次の計画と実施に反映されているのか。
(4)地域資源を活用した観光の振興について
・都市との交流の実績と課題と成果
・受け入れ態勢は万全なのか。
・旧こんにゃく試験地・管理棟を改修し、都市交流施設として利用する考えはある
か。
・竹粉の活用・交流貸し農園など、今後の展開と取り組み。
・経済効果
・福島県元気な農村創生企業連帯モデル事業の補助金終了後の対策について



質問順位 質問者 持ち時間

質問事項及び質問内容

8 高縁 光 50分

1.町長選挙における選挙公約を具体的にどうすすめる予定なのか。 町長

(1)こども園・多世代交流センター建設事業については、「計画を見直す」としてい
る。すでに予算が可決しており国の補助金との関係や設計との関係があるが、どのよ
うに見直すのか。また、具体的見直し時期はいつになるのか。
(2)学校給食費の無料化の公約もあるが、無料化についてはどのような計画で進めよう
としているのか。

2.介護保険の総合事業はどのように進める計画なのか。 町長

（１）「医療、介護総合確保法」が2年前に制定され要支援１、2の訪問介護と通所介
護を介護給付からはずし、自治体が総合事業として行うこととなった。県内では、す
でに総合事業として実施している自治体もでている。この総合事業については、来年4
月からすべての自治体が実施することとなっている。塙町では、どのような計画で総
合事業をおこない、いつから実施する考えなのか。

3.イノシシによる農作物被害の状況と対策について 町長

(1)塙町での、ここ5年程度のイノシシ被害の推移は。
(2)町の対策はどのようにしているのか。駆除隊が組織されているということだが、ど
のようになっているのか。また、5年間の駆除の成果はどの様になっており、今後の対
策の強化点はどう考えているのか。
(3)駆除隊の中心は狩猟免許をもっている人が参加していると思うが、この免許所有者
も少なくなっているということである。箱罠などの対策も強化する時期になっている
と思うが、どの様に考えているか。また、止めさし用に電気処理器も開発されている
ということだがこれを町は所有しているのか。県からの貸与は可能なのか。なければ
町も確保してはどうか。


